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(57)【要約】
【課題】外部記録媒体へのデータの転送が完全に終了し
ていない状態で電源スイッチが切られたときにも、外部
記録媒体へのデータの保存を確実に行う。
【解決手段】プロセッサ装置１２ＡにＡＣ－ＤＣ電源２
７とともにバッテリ電源２８を設ける。副ＣＰＵ２６、
内部メモリ１９、外部記録媒体２４の電源をＡＣ－ＤＣ
電源２７とバッテリ電源２８の間で切り替える電源監視
切替回路２９を設ける。電源監視切替回路２９が、ＡＣ
－ＤＣ電源２７がオフされたことを検知して電源をバッ
テリ電源２８に切り替える。バッテリ電源２８からの電
力で副ＣＰＵ２６を駆動して内部メモリ１９に一時的に
記憶されているデータを外部記録媒体２４に転送する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内部メモリと、
　前記内部メモリから外部記録媒体へのデータ転送を制御する副制御部と、
　前記内部メモリおよび前記副制御部に電力を供給する電源を切り替える電源切替手段と
を備え、
　前記電源切替手段は、商用電源からの電力供給が遮断されるとき前記内部メモリおよび
前記副制御部の電源をバッテリ電源に切り替えるとともに、前記副制御部は前記データ転
送を行うための処理を開始する
　ことを特徴とするデータ保存装置。
【請求項２】
　前記副制御部は、前記データ転送のための処理を実行するときに起動され、それ以外は
スリープ状態とされることを特徴とする請求項１に記載のデータ保存装置。
【請求項３】
　前記副制御部が、前記商用電源からの電力供給が遮断されたことをトリガとして起動さ
れることを特徴とする請求項２に記載のデータ保存装置。
【請求項４】
　前記データ転送を開始するための操作スイッチが設けられ、前記副制御部が、前記操作
スイッチが操作されことをトリガとして起動されることを特徴とする請求項２または請求
項３の何れか一項に記載のデータ保存装置。
【請求項５】
　前記商用電源からの電力供給が遮断された状態においても、前記操作スイッチが操作さ
れたことをトリガとして前記副制御部が起動されることを特徴とする請求項４に記載のデ
ータ保存装置。
【請求項６】
　前記外部記録媒体が装着されたことを検知するセンサを更に備え、前記外部記録媒体が
装着されたことトリガとして前記副制御部が起動されることを特徴とする請求項２～５の
何れか一項に記載のデータ保存装置。
【請求項７】
　前記商用電源からの電力でのみ駆動される主制御部を備え、前記商用電源から電力が遮
断されたときに前記副制御部により前記データ転送を制御し、前記商用電源から電力が供
給されているときには前記主制御部により前記データ転送を制御することを特徴とする請
求項１～３の何れか一項に記載のデータ保存装置。
【請求項８】
　請求項１～７の何れかに記載の前記データ保存装置を備えたことを特徴とする電子内視
鏡のプロセッサ装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内部記録媒体にデータを一時的に記憶し、その後外部記憶メディアへデータ
を転送する電子装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般にメモリカード（例えばＰＣカード）等の外部記録媒体は、ＣＰＵが直接アクセス
できる内部メモリなどに比べアクセス速度が遅い。そのため電子内視鏡装置においても、
画像撮影時には高速でアクセスできる内部メモリに一時的に画像データを保存し、その後
、電子内視鏡装置に装着された外部記録媒体に画像データを転送する構成が知られている
（特許文献１）。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【０００３】
【特許文献１】特開２００５－１３０８８１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、電子内視鏡装置では、一般に電源スイッチが切られると、装置全体に対するＡ
Ｃ電源からの供給が遮断される。したがって、内視鏡検査終了時に電源が切られると、内
部メモリに記憶されたデータが完全に外部記憶メディアに転送される前に転送処理が停止
され内部メモリに記憶されたデータの一部が失われる可能性がある。
【０００５】
　本発明は、外部記録媒体へのデータの転送が完全に終了していない状態で電源スイッチ
が切られたときにも、外部記録媒体へのデータの保存を確実に行うことを課題としている
。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明のデータ保存装置は、内部メモリと、内部メモリから外部記録媒体へのデータ転
送を制御する副制御部と、内部メモリおよび副制御部に電力を供給する電源を切り替える
電源切替手段とを備え、電源切替手段は、商用電源からの電力供給が遮断されるとき内部
メモリおよび副制御部の電源をバッテリ電源に切り替えるとともに、副制御部がデータ転
送を行うための処理を開始することを特徴としている。
【０００７】
　副制御部は、データ転送のための処理を実行するときに起動され、それ以外はスリープ
状態とされる。副制御部は、例えば商用電源からの電力供給が遮断されたことをトリガと
して起動されるが、データ転送を開始するための操作スイッチを設けられ、操作スイッチ
が操作されたことをトリガとして副制御部が起動される構成としてもよい。またこのとき
、商用電源からの電力供給が遮断された状態においても、操作スイッチが操作されたこと
をトリガとして副制御部が起動される構成とすることもできる。また、外部記録媒体が装
着されたことを検知するセンサを更に設け、外部記録媒体が装着されたことトリガとして
副制御部が起動される構成とすることもできる。
【０００８】
　更に商用電源からの電力でのみ駆動される主制御部を備え、商用電源から電力が遮断さ
れたときに副制御部によりデータ転送を制御し、商用電源から電力が供給されているとき
には主制御部によりデータ転送を制御してもよい。
【０００９】
　本発明の電子内視鏡のプロセッサ装置は、上記データ保存装置を備えたことを特徴とし
ている。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、外部記録媒体へのデータの転送が完全に終了していない状態で電源ス
イッチが切られたときにも、外部記録媒体へのデータの保存を確実に行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の第１実施形態である電子内視鏡システムの構成を示すブロック図である
。
【図２】画像保存動作のフローチャートである。
【図３】第１実施形態で副ＣＰＵが行う外部記録媒体へのデータ転送動作のフローチャー
トである。
【図４】第２実施形態である電子内視鏡システムの構成を示すブロック図である。
【図５】第２実施形態で副ＣＰＵが行う外部記録媒体へのデータ転送動作のフローチャー
トである。
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【図６】第３実施形態である電子内視鏡システムの構成を示すブロック図である。
【図７】第４実施形態である電子内視鏡システムの構成を示すブロック図である。
【図８】第４実施形態で外部記録媒体が装着されたときに副ＣＰＵが行う外部記録媒体へ
のデータ転送動作のフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本発明の実施の形態を、図面を参照して説明する。図１は、本発明の第１実施形
態である電子内視鏡システムの構成を示すブロック図である。
【００１３】
　電子内視鏡システムは１０、スコープ本体（電子内視鏡）１１と、スコープ本体が着脱
自在に取り付けられるプロセッサ装置１２Ａと、内視鏡画像を表示するモニタ装置１３を
備える。スコープ本体１１は、コネクタ１４をプロセッサ装置１２Ａに装着することでプ
ロセッサ装置１２Ａに電気的・光学的に接続される。スコープ本体１１には、プロセッサ
装置１２Ａからコネクタ１４を介して照明光とスコープ本体１１を制御するタイミング信
号や制御信号が送られる。スコープ本体１１では、挿入部先端に設けられた撮像素子１５
で、プロセッサ装置１２Ａからの照明光を利用して内視鏡画像が撮影される。
【００１４】
　撮像素子１５からの画像信号はコネクタ１４に設けられた信号処理回路１６において前
段処理を施され例えばデジタル信号に変換され、画像データとしてプロセッサ装置１２Ａ
に設けられた信号処理回路１８に送られる。信号処理回路１８では画像データに対して所
定の画像処理が施され、その後、所定の規格の映像信号に変換されてモニタ装置１３に出
力される。また主ＣＰＵ１７は、スコープ本体１１の操作部に設けられた画像記録スイッ
チ１１Ｓが押されると、画像データの取り込みを行うことができ、主ＣＰＵ１７に取り込
まれた画像データは、プロセッサ装置１２Ａの内部メモリ１９へと転送され一時的に記憶
される。
【００１５】
　主ＣＰＵ１７は、タイミング信号や制御信号をコネクタ１４に設けられたマイコン２０
に送信し、撮像素子１５はマイコン２０によって制御されるドライバ２１から出力される
駆動信号に基づいて駆動される。また、プロセッサ装置１２Ａ内にはスコープ本体１１へ
照明光を供給する光源部２２が設けられ、ペリフェラルコントローラ２３を介して主ＣＰ
Ｕ１７によって制御される。なお、各デバイスへ供給されるタイミング信号は、図示しな
いタイミングコントローラによって生成される。
【００１６】
　プロセッサ装置１２Ａには、メモリカードやＵＳＢメモリなどの外部記録媒体２４が着
脱可能であり、プロセッサ装置１２Ａに装着されると、内部メモリ１９と電気的に接続さ
れる。すなわち、外部記録媒体２４と内部メモリ１９の間では、要求に応じて相互にデー
タの転送が行われる。
【００１７】
　第１実施形態において、内部メモリ１９および外部記録媒体２４は、制御切替スイッチ
２５Ａ、２５Ｂを介して主ＣＰＵ１７および副ＣＰＵ２６に接続され、両デバイス間にお
ける読み出し／書き出し動作は、制御切替スイッチ２５Ａ、２５Ｂで選択される主ＣＰＵ
１７または副ＣＰＵ２６の何れか一方によって制御される。
【００１８】
　制御切替スイッチ２５Ａ、２５Ｂは、通常は主ＣＰＵ１７を内部メモリ１９および外部
記録媒体２４に接続している。しかし、後述するように副ＣＰＵ（副制御部）２６が省電
力モードのスリープ状態から起動されると、副ＣＰＵ２６により制御切替スイッチ２５Ａ
、２５Ｂの接続は副ＣＰＵ２６へと切り替えられ、内部メモリ１９および外部記録媒体２
４の読み取り／書き込み動作を制御するＣＰＵは主ＣＰＵ１７から副ＣＰＵ２６へ切り替
えられる。
【００１９】
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　また、プロセッサ装置１２Ａは、メイン電源であるＡＣ－ＤＣ電源２７と補助用のバッ
テリ電源２８を備える。ＡＣ－ＤＣ電源２７は、商用交流電圧を所定の直流電圧Ｖｃｃに
変換して出力し、バッテリ電源２８は、Ｖｃｃに対応する電圧を出力する。なお、バッテ
リ電源２８は、例えばＡＣ－ＤＣ電源２７から供給される電力によって充電される２次電
池であるが、１次電池であってもよい。
【００２０】
　ＡＣ－ＤＣ電源２７からの電力は、プロセッサ装置１２Ａ内の各デバイスに供給される
とともに、プロセッサ装置１２Ａに装着されたスコープ本体１１の各デバイスへと供給さ
れる。なお、図１には主ＣＰＵ１７への電源ラインのみが示され、その他の電源ラインは
省略されている。
【００２１】
　更に、本実施形態において、内部メモリ１９、副ＣＰＵ２６、外部記録媒体２４の電源
ラインは、電源監視切替回路２９を介してＡＣ－ＤＣ電源２７およびバッテリ電源２８に
接続され、その接続はＡＣ－ＤＣ電源２７とバッテリ電源２８の間で切り替え可能である
。電源監視切替回路２９は、ＡＣ－ＤＣ電源２７の電圧が所定値よりも高いときには、Ａ
Ｃ－ＤＣ電源２７がオン状態にあるので、内部メモリ１９、副ＣＰＵ２６、外部記録媒体
２４の電源ラインをＡＣ－ＤＣ電源２７に接続する。一方、ＡＣ－ＤＣ電源２７がオフさ
れＡＣ－ＤＣ電源２７の電圧が所定値よりも低くなると、内部メモリ１９、副ＣＰＵ２６
、外部記録媒体２４の電源ラインの接続をバッテリ電源２８に切り替える。
【００２２】
　また、ＡＣ－ＤＣ電源２７の電源ラインは抵抗を介して副ＣＰＵ２６に接続されており
、ＡＣ－ＤＣ電源２７の電圧Ｖｃｃは副ＣＰＵ２６によってモニタされる。副ＣＰＵ２６
は通常省電力モードのスリープ状態に維持されており、ＡＣ－ＤＣ電源２７がオフされる
とスリープ状態が解除されて起動される。
【００２３】
　次に図１および図２のフローチャートを参照して、ＡＣ－ＤＣ電源２７がオンされてい
る通常の状態における画像データ保存動作について説明する。なお、本実施形態でデータ
はスコープ本体１１で撮影された画像データであるがデータはこれに限定されるものでは
ない。
【００２４】
　スコープ本体１１の操作部に設けられた画像記録スイッチ１１Ｓが操作（オン）される
と、画像保存動作が開始され、ステップＳ１００において、主ＣＰＵ１７に画像データが
取り込まれる。ステップＳ１０１では、取り込まれた画像データに対するファイル化が開
始され、ファイル化された画像データはステップＳ１０２において内部メモリ１９に書き
込まれる。
【００２５】
　画像データの内部メモリ１９への書き込みが終了すると、ステップＳ１０３において内
部メモリ１９に記憶された画像データの外部記録媒体２４への転送が開始され、転送が終
了するとこの処理は終了する。なお、内部メモリ１９への画像データの書き込み終了後で
あって、外部記録媒体２４への転送終了前に操作部の画像記録スイッチ１１Ｓが再度オン
されると、外部記録媒体２４への転送処理は一時的に中断され、ステップＳ１００～ステ
ップＳ１０２の処理が割り込み処理として実行され、内部メモリ１９への画像データの書
き込みが実行される。内部メモリ１９への画像データの書き込みが完了すると、外部記録
媒体２４への転送処理が再開される。
【００２６】
　次に図１および図３のフローチャートを参照して、電源スイッチが操作されてＡＣ－Ｄ
Ｃ電源２７がオフ状態されたときのデータ転送動作について説明する。
【００２７】
　ＡＣ－ＤＣ電源２７がオフされると、ステップＳ２００において、副ＣＰＵ２６、内部
メモリ１９、外部記録媒体２４の電源が電源監視切替回路２９によりバッテリ電源２８に
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切り替えられ、スリープ状態にあった副ＣＰＵ２６が起動される。
【００２８】
　次に、副ＣＰＵ２６は、ステップＳ２０１において、内部メモリ１９に外部記録媒体２
４へのデータの転送が完了していない画像データファイルが存在するか否かを判定する。
ステップＳ２０１において、転送するファイルが存在しないと判定された場合には、ステ
ップＳ２０４において、副ＣＰＵ２６は自らを省電力モードに切り替えてスリープ状態に
入り、この処理は終了する。
【００２９】
　一方、ステップＳ２０１において、内部メモリ１９への転送が終了していない画像デー
タファイルが存在すると判定された場合には、ステップＳ２０２において、副ＣＰＵ２６
は制御切替スイッチ２５Ａ、２５Ｂの接続を副ＣＰＵ２６に切り替え、外部記録媒体２４
への画像データの転送を開始する。
【００３０】
　ステップＳ２０３では、内部メモリ１９内の全ての画像データファイルが転送済みか否
かが判定される。未転送のファイルが存在する場合には、処理はステップＳ２０２に戻り
同様の処理が繰り返される。一方、ステップＳ２０３において全ての画像データファイル
の転送が完了していると判定されると、ステップＳ２０４において、副ＣＰＵ２６スリー
プ状態とされ、この処理は終了する。
【００３１】
　以上のように、第１実施形態によれば、データはＣＰＵが直接アクセスできるより高速
な内部メモリに一時的に保存され、時間の掛かる外部記録媒体へのデータの記録は適宜後
回しにされるとともに、外部記録媒体への転送が完了していない状態でメイン電源が切ら
れた場合にも、外部記録媒体へのデータ転送に必要なデバイスの電源をバッテリ電源に切
り替え、内部メモリから外部記録媒体へのデータ転送を確実に行うことができる。
【００３２】
　すなわち、時間の掛かる外部記録媒体への記録を後で行うことにより、複数の画像の連
続撮影が可能になり、かつ後回しにされた外部記録媒体への記録が完了していない状態で
メイン電源が切られてもデータの消失が防止される。したがって、使用者は、データの外
部記録媒体への記録が完了したか否かを気にすることなく電子内視鏡装置のメイン電源を
落とすことができる。
【００３３】
　次に図４、図５を参照して、本発明の第２実施形態について説明する。図４は、第２実
施形態の電子内視鏡システムの構成を示すブロック図である。
【００３４】
　第１実施形態の電子内視鏡システムでは、内部メモリ１９から外部記録媒体２４へのデ
ータ転送は、ＡＣ－ＤＣ電源２７がオンの状態では主ＣＰＵ１７により制御され、ＡＣ－
ＤＣ電源２７がオフされたときには副ＣＰＵ２６により制御された。しかし第２実施形態
では、内部メモリ１９から外部記録媒体２４へのデータ転送動作は常に副ＣＰＵ２６によ
って制御される。また、第２実施形態では副ＣＰＵをスリープ状態から起動するための構
成が第１実施形態と異なる。なお、第１実施形態と同様の構成については、同一参照符号
を付し、その説明を省略する。
【００３５】
　第２実施形態においても、第１実施形態と同様に、ＡＣ－ＤＣ電源２７がオフされると
、電源監視切替回路２９により内部メモリ１９、副ＣＰＵ２６等の電源ラインがバッテリ
電源２８に接続されるとともに、ＡＣ－ＤＣ電源２７がオフされたこと（ＡＣ－ＤＣ電源
２７の電源ラインの電圧低下）が副ＣＰＵ２６によって検知され、スリープ状態の副ＣＰ
Ｕ２６が起動される。すなわち、第１実施形態の図３のフローチャートに示されるデータ
転送動作が実行される。
【００３６】
　また、第２実施形態のプロセッサ装置１２Ｂは、スリープ状態にある副ＣＰＵ２６を起
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動し、内部メモリ１９から外部記録媒体２４へのデータ転送動作を開始する操作スイッチ
３０を備える。操作スイッチ３０は、その一方の端子がグラウンドに接続され、他方の端
子が副ＣＰＵ２６の電源ラインに抵抗を介して接続されるとともに副ＣＰＵ２６に接続さ
れる。操作スイッチ３０がオンされると副ＣＰＵ２６に接続された端子がグラウンドされ
、スリープ状態にある副ＣＰＵ２６が起動される。すなわち第２実施形態では、操作スイ
ッチ３０が操作されると、それをトリガとして副ＣＰＵ２６が起動され、内部メモリ１９
から外部記録媒体２４への画像データの転送が実行される。
【００３７】
　図５のフローチャートを参照して、操作スイッチ３０により実行されるデータ転送動作
について説明する。なお、この処理はＡＣ－ＤＣ電源２７がオン状態のときに実行される
。
【００３８】
　ステップＳ３００において、副ＣＰＵ２６が、操作スイッチ３０がオンされたことを検
出すると、ステップＳ３０１においてスリープ状態にある副ＣＰＵ２６の起動が開始され
る。ステップＳ３０２では、外部記録媒体２４が接続されているか否かが判定される。外
部記録媒体２４がプロセッサ装置１２Ｂから取り外され、接続されていないときには、ス
テップＳ３０４において副ＣＰＵ２６が省電力モードとされスリープ状態に戻されこの処
理は終了する。一方、ステップＳ３０２において外部記録媒体２４が接続されていると判
定されると、ステップＳ３０３において、ファイル転送処理が実行される。このファイル
転送処理は、図３のステップＳ２０１～Ｓ２０３に対応する。内部メモリ１９に保存され
ている画像データの全てが外部記録媒体２４に転送されると処理はステップＳ３０４に移
り、副ＣＰＵ２６がスリープ状態に戻されこの処理は終了する。
【００３９】
　以上のように、第２実施形態によれば、第１実施形態と同様に、データはより高速な内
部メモリに一時的に保存され、時間の掛かる外部記録媒体へのデータの記録は適宜後回し
にされるので、複数の画像を連続して撮影することが可能となり、高い操作性が維持され
るとともに、ユーザは操作スイッチを操作して外部記録媒体へのデータ転送を任意のタイ
ミングで開始することができる。すなわち、この操作スイッチによって起動される外部記
録媒体へのデータ転送は、ＡＣ電源がオフ状態でもバッテリ電源を利用して有効に機能す
る。
【００４０】
　次に図６のブロック図を参照して、第３実施形態の電子内視鏡システムについて説明す
る。第３実施形態は、第１、第２実施形態の構成を組み合わせたものに対応し、第１、第
２実施形態と同様の構成には、同一参照符号を用いその説明を省略する。
【００４１】
　第３実施形態では、第１実施形態と同様に、ＡＣ－ＤＣ電源２７がオンされているとき
には、主ＣＰＵ１７が内部メモリ１９と外部記録媒体２４の間のデータ転送を制御するが
、ＡＣ－ＤＣ電源２７がオフされると、電源をＡＣ－ＤＣ電源２７からバッテリ電源２８
へ切り替えて内部メモリ１９のデータを維持するとともに、スリープ状態の副ＣＰＵ２６
を起動して、副ＣＰＵ２６による内部メモリ１９から外部記録媒体２４へのデータ転送が
開始される。
【００４２】
　また、第３実施形態のプロセッサ装置１２Ｃは、第２実施形態と同様に操作スイッチ３
０を備え、ユーザにより操作スイッチ３０がオンされたときにもスリープ状態の副ＣＰＵ
２６が起動されて、副ＣＰＵ２６により内部メモリ１９から外部記録媒体２４へのデータ
転送が開始される。なお副ＣＰＵ２６は内部メモリ１９と外部記録媒体２４との間のデー
タ転送を行わないときには省電力モードのスリープ状態に維持され、ＡＣ－ＤＣ電源２７
がオフされたこと（電圧降下）、あるいは操作スイッチ３０が操作されたことをトリガと
してスリープ状態が解除され、データ転送制御を開始する。
【００４３】
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　すなわち、第３実施形態では、ＡＣ－ＤＣ電源２７がオン状態では、第１実施形態にお
ける図２のフローチャート（ステップＳ１００～Ｓ１０３）に従った処理が主ＣＰＵにお
いて実行される。またＡＣ－ＤＣ電源２７がオン状態において、操作スイッチ３０が操作
されると、副ＣＰＵ２６が起動され、制御切替スイッチ２５Ａ、２５Ｂの接続が副ＣＰＵ
２６へと切り替えられ、内部メモリ１９と外部記録媒体２４の読み取り／書き込み動作は
副ＣＰＵ２６によって制御される。すなわち、第２実施形態における図５のフローチャー
ト（ステップＳ３００～Ｓ３０４）に従った処理が実行される。
【００４４】
　また、ＡＣ－ＤＣ電源２７がオフされると、電源がバッテリ電源２８に切り替えられる
とともに、それをトリガとして副ＣＰＵ２６がスリープ状態から起動され、図３のフロー
チャート（ステップＳ２００～Ｓ２０４）に従った処理が実行される。
【００４５】
　以上のように、第３実施形態によれば、第１実施形態の効果に加え、第２実施形態と同
様の効果が得られる。
【００４６】
　次に図７、図８を参照して、第４実施形態の電子内視鏡システムについて説明する。第
４実施形態の電子内視鏡システムのブロック図である図７に示されるように、第４実施形
態は、第２実施形態のプロセッサ装置１２Ｂの構成に、外部記録媒体２４の装着を検知す
るスイッチ（センサ）３１を追加したものである。すなわち、スイッチ３１の一方の端子
はグラウンドに接続され、他方の端子は、副ＣＰＵ２６の電源ラインに抵抗を介して接続
される操作スイッチ３０の端子と同じラインに接続される。外部記録媒体２４がプロセッ
サ装置１２Ｂに装着されると、スイッチ３１はオン状態となり、副ＣＰＵ２６に接続され
た端子はグラウンドされる。
【００４７】
　すなわち第４実施形態では、操作スイッチ３０が操作されたときの他、外部記録媒体２
４がプロセッサ装置１２Ｂに装着されたときに副ＣＰＵ２６をスリープ状態から起動する
トリガ信号がハイからローに切り替わる。トリガ信号がハイからローに切り替わると、ス
リープ状態にある副ＣＰＵ２６は起動され、内部メモリ１９から外部記録媒体２４への画
像データの転送が実行される。なお、上記以外の第４実施形態の構成は第２実施形態と同
様である。
【００４８】
　図８は、外部記録媒体が装着されたときのデータ転送動作の流れを示すフローチャート
である。なお、この処理は副ＣＰＵがスリープ状態（副ＣＰＵ省電力モード）において起
動される。
【００４９】
　外部記録媒体２４がプロセッサ装置１２Ｂに装着されると、ステップＳ４００において
、副ＣＰＵ２６はスイッチ３１がオン状態とされことを検出する。これによりステップＳ
４０１ではスリープ状態にある副ＣＰＵ２６の起動される。その後、ステップＳ４０２に
おいて、内部メモリ１９から外部記録媒体２４への画像ファイルの転送処理が副ＣＰＵ２
６により実行される。内部メモリ１９に保存されている画像データの全てが外部記録媒体
２４に転送されると、ステップＳ４０３において、副ＣＰＵ２６がスリープ状態に戻され
この処理は終了する。
【００５０】
　以上のように、第４実施形態においても第２実施形態と同様の効果が得られる。また第
４実施形態では、外部記録媒体を装着した際に自動的にデータの転送が行われるので、よ
り利便性が高い。なお、第４実施形態の変形例として、操作スイッチ３０を省略した構成
も可能である。
【００５１】
　なお、本実施形態では、電子内視鏡装置を例に説明を行ったが、本発明はデータを一時
的に内部メモリに蓄え、その後外部記録媒体に転送する電子機器であれば電子内鏡装置以
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外にも適用できる。
【符号の説明】
【００５２】
　１０　電子内視鏡システム
　１１　スコープ本体（電子内視鏡）
　１２Ａ、１２Ｂ、１２Ｃ　プロセッサ装置
　１７　主ＣＰＵ
　１９　内部メモリ
　２４　外部記録媒体
　２５Ａ、２５Ｂ　制御切替回路
　２６　副ＣＰＵ
　２７　ＡＣ－ＤＣ電源
　２８　バッテリ電源
　２９　電源監視切替回路
　３０　操作スイッチ
　３１　スイッチ（センサ）

【図１】 【図２】

【図３】
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【図６】 【図７】
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